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Abstract
In this paper, the authors first confirm the government’s policy and the current status of the 
acceptance of international students and the Japanese students studying abroad, and then conduct 
research on the actual situation of those of Kyushu Kyoritsu University. And after that, they discuss 
some issues of accepting the international students and the Japanese students’ studying abroad in terms 
of international exchange by closely examining the above university’s recent programs to experience 
Chinese culture.
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コー ス 研修先大学 研修日程
A アバリストウィス大学（英国） 2019年8月9日～ 8月27日
B アバリストウィス大学（英国） 2019年8月9日～ 9月10日
C ユニテック工科大学（ニュー ジ ラーンド） 2019年8月9日～ 9月8日
交換交流 ユニテック工科大学（ニュー ジ ラーンド） 2019年8月9日～ 9月8日
H リジャイナ大学（カナダ） 2019年8月9日～ 9月1日
D 大邱大学校（韓国） 2020年2月2日～ 2月22日
E フリンダース大学（オーストラリア） 2020年2月7日～ 3月15日
F ユニテック工科大学（ニュー ジ ラーンド） 2020年2月21日～ 3月21日




















年（回数） 九州共立大学 九州女子大学 合計（定員）
2016年（第1回） 7 6 13（15）
2017年（第2回） 6 5 11（12）
2018年（第3回） 10 9 19（20）
2019年（第4回） 12 12 24（20）
合計 35 32 67（67）
　本プログラムの目的は，上海海洋大学を訪問し，在
学生と交流しながら中国人家庭および上海の名勝な
どを見学し，中国文化と民俗を体験することである．
22 黄　冬柏　他
2019年9月に実施した第４回中国文化体験プログラム
の日程および主な活動内容は以下の通りである．
　　　表４：第4回中国文化体験プログラム
　　　　　　（2019年9月2日～ 9月8日）
月日 時間 主な活動内容
9月2日
（月曜）
午後
夜
福岡空港発（MU518便）上海浦東空港着，
上海浦東空港から上海海洋大学へ
オリエンテーション，夕食
9月3日
（火曜）
午前
午後
開講式，日中学生交流，中国語を楽しも
う
文化交流：中国の楽器鑑賞（古琴・笛・
二胡），歓迎夕食会
9月4日
（水曜）
午前
午後
夜
東方明珠タワー・上海民俗博物館見学
家庭訪問（中国人の日常生活体験），上海
の名園――豫園散策，小籠包食べる
バンドで上海の夜景観覧
9月5日
（木曜）
午前
午後
「赤い中国結び」・中国書道教室
日中学生卓球大会，日本語科学生との交
流会，中国武術体験教室
9月6日
（金曜） 一日 上海ディズニーランド遊覧
9月7日
（土曜）
午前
昼･午後
振り返り・アンケート・閉講式
歓送会　自由時間
9月8日
（日曜）
午前
昼･午後
上海海洋大学から上海浦東空港へ
上海浦東空港発（MU517便）　福岡空港
着
　このプログラムの最も大きな特徴は，滞在期間中に
参加者と現地の日本語学科の中国人学生との交流が盛
んに行われ，中国の若者や中国の風土人情を知ること
ができることである．現地到着後，本プログラム参加
者のグループ分けが行われ，それぞれのグループに中
国人学生ボランティアが配属された．そして，初日か
ら最終日まで，この中国人学生スタッフがほとんどの
グループ活動に同行し，日本人の学生の希望を聞きな
がら，通訳や案内・連絡調整などをしてくれた．三日
目に行われた中国人家庭訪問も，訪問先は中国人学生
ボランティアの家と設定することによって，距離感が
一層縮めることができた．両国の学生がこのような触
れ合いを通じて，友好と信頼関係がしっかり築くこと
ができた．そのため，お別れの時にそれぞれ持ってき
たプレゼントや折り紙・手紙を交換し，涙をこぼした
人が多くいた．短い一週間であったが，日中の学生同
士は友好な絆をしっかり結べたと思われる．
　上海海洋大学はこのプログラムを高く評価し，来年
度も継続的な交流を希望している．また，このプログ
ラムに参加した上海海洋大学中国人学生のうち，４人
が本学編入留学生の入試を受け来年４月に入学する予
定である．一方，参加した本学の12名の学生は３組
に分けて，2019年12月6日に開催した経済学部2019
年度学生研究・海外研修報告会において研修成果を報
告した．このような双方向的な学生同士の交流を通し
て，海外協定校からの留学生の受け入れや本学学生の
海外留学が促進された．グローバルな視点から，他者
への寛容性，および自己発展のためのモチベーション
形成など，大学生として必要不可欠な資質の涵養に繋
がっていくことになった．
（3）その他の留学
　本学は，学生が春・夏の休暇中に上記の留学プログ
ラムに参加するほかに，在学期間中，海外の協定校に
長期留学することや，卒業と同時に海外で新しい進路
に挑戦することもできるようにサポートをしている．
担当教職員が各種の資料を取り揃え，学生の要望に応
じて適切なアドバイスをしている．2019年9月までに，
経済学部が企画・主催した海外研修に延べ267名の学
生が参加したほか，25名が在学中に海外協定校に私
費留学し，８名が卒業後に海外協定校に留学した．さ
らに，JASSOが平成24年度までに実施した留学推進
制度などの公費奨学金を利用して協定校に留学生した
学生も35名いる．
４．おわりに
　
　知識基盤社会のグローバル化が進展する中，国境を
越えた学生の流動性が高まり，大学における国際的な
競争が激しくなるとともに，共同・連携の動きも加速
している．募集から企業への就職や大学院進学などを
含む出口までの一貫した留学生教育においては，大学
の教職協同によるきめ細やかな指導とサポートを施さ
なければならないと思われる．
　本学における外国人留学生受け入れの取り組みおよ
び日本人学生海外派遣の実態と中国文化体験プログラ
ムの実施状況を考察してきた．留学生支援制度奨学金
の活用や，実践的な語学教育の強化，海外協定校との
単位互換，及びベトナム・韓国など新規海外協定校の
開拓などの課題が残っているが，海外研修・文化体験・
短期留学などの国際交流プログラムを通して，海外協
定校からの留学生の受け入れを促進し，本学学生の国
際社会への関心を高め，海外への留学に繋がっていく
ために，留学生教育に携わる教職員は，情熱と責任感
及び国際理解の意識を持って職務を全うしなければな
らない．大学の各関係部署は密接な連携を図り，今後
の課題を共有して解決し，すべて学生のために最善の
サービスを提供することが求められている．
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留学生の受け入れと日本人学生の海外派遣に関する一考察
──九州共立大学の取り組みを中心に──
注
１）独立行政法人日本学生支援機構（2019）「平成30
年度外国人留学生在籍状況調査等について」https://
www.jasso.go.jp/index.html．
２）本学の建学精神，教育方針などの詳しい情報は「九
州共立大学公式サイト」（www.kyukyo-u.ac.jp/）
を参照．
３）文部科学省（2019）「『外国人留学生在籍状況調査』
及び『日本人の海外留学者数』等について」（www.
mext.go.jp/a_menu/koutou/ryugaku/1412692.htm）．
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